Effects of activity and the accuracy on the missed judgements of the second-class soccer referees by 吉田 瑞希 et al.
サッカー審判員の活動形態とファウルの判定精度に
ついて : 2級審判員を対象とした検討
































ベルで約 11から 12 km（Ishiharaら，2015），海外では 9438 




低強度走（13.0 km/h以下），中強度走（13.1から 18.0 km/
h），高強度走（18.1から 24.0 km/h），最高速度走（24.0 km/
h以上），後進歩行，バック走，サイド走，High Intensity 
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男女 7名の審判員（男性 5名：24.0 ± 2.8歳，女性 2名：21.5 ± 0.7歳）を対象とした。対象の試合では 2台のビデオカメラを用い
て撮影を行った。その後，撮影した試合の映像を用いて，ファウルの判定精度について評価を行った。評価は，試合で審判を務
























究によると，違反の判定が 73.8から 81.5 %，アドバンテージ


















が失効していない）平均年齢 24.0 ± 2.6歳男女 7名の審判員
（男性 5名：24.0 ± 2.8歳，女性 2名：21.5 ± 0.7歳）を対象と
した。
2）研究時期および分析対象試合






























































































h），ゾーン 2（7.1―11.0 km/h），ゾーン 3（11.1―15.0 km/h），













　心拍数の測定には，POLAR―M400および HEART RATE 
CENCER（POLAR社製）を用いた。HESRT RATE CENCER 
は，試合前に対象者の胸部に装着した。心拍数については，
試合中に測定されたデータをゾーン 1（100―119 bpm），ゾー
ン 2（120―139 bpm），ゾーン 3（140―159 bpm），ゾーン 4




























































































判員のための具体的な基準としては，スプリント走では 40 m 
6本を 6.9秒以内で走行すること，インターバル走では 75 m























































回数が最も多く，19.5 ± 7.5回（前半で 14.5 ± 5.4回，後半で




れることはない。この原則から考えれば，前半の 27.3 ± 14.5 %，
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